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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
も
内
外
と
も
に
改
革
の
ス
ピ

ー
ド
は
倍
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
そ
の
一
例
で
す
が
、
政
府
の

電
子
政
府
構
築
計
画
の
目
標
は
、
「
利

用
者
本
位
で
、
透
明
性
が
高
く
、
効
率
的
で
、
安
全
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
と
「
行
政
内
部
の
業
務
・
シ
ス
テ

ム
の
最
適
化
（
効
率
化
・
合
理
化
）
」
を
図
る
こ
と
と
し
て
、

す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
経
済
産
業

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
、
政
府
の
各
府
省
、

地
方
公
共
団
体
等
で
活
用
さ
れ
て
い
る
、
「
組
織
全
体
の

業
務
と
シ
ス
テ
ム
を
統
一
的
な
手
法
で
モ
デ
ル
化
し
、
業

務
と
シ
ス
テ
ム
を
同
時
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

組
織
の
設
計
・
管
理
手
法
＝
Ｅ
Ａ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
Ｅ
Ａ
ポ
ー
タ
ルh

ttp
:/
/
w
w
w
.m
e
ti.g

o
.jp
/
 

policy/it_policy/ea/index.htm
l

を
参
照
の
こ
と
） 

　
行
政
機
関
ご
と
に
、
個
別
的
に
電
子
化
さ
れ
た
行
政
手

続
も
、
電
子
政
府
・
自
治
体
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し
た

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

業
務
の
電
子
化
も
、
行
政
書
士
に
よ
る
個
人
的
対
応
か
ら
、

行
政
書
士
会
が
官
民
連
携
ポ
ー
タ
ル
の
運
営
者
と
な
る
べ

き
組
織
的
対
応
策
の
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

　
公
益
法
人
改
革
法
や
士
業
団
体
が
電
子
証
明
書
の
有
効

性
を
確
認
で
き
る
と
す
る
法
案
等
が
国
会
提
出
の
予
定
で
す
。

行
政
書
士
会
と
し
て
は
、
制
度
基
盤
が
絶
対
的
に
不
変
と

は
言
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
動
向
を
分
析
し
、
自
ら

の
制
度
設
計
・
構
築
に
関
し
て
、
例
え
ば
Ｅ
Ａ
手
法
を
駆

使
し
て
見
直
し
を
行
い
、
新
し
い
革
新
の
時
代
に
対
応
し
た
、

利
用
者
の
視
点
か
ら
あ
る
べ
き
行
政
書
士
制
度
の
基
盤
構

築
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
指
針
・
方
針
等
を
策
定
し
、
全

体
最
適
回
答
を
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
認
識
に
基
づ
き
当
会
の
運
営
を
す
す
め
て
参
り
ま

す
が
、
日
行
連
に
対
し
て
も
、
行
政
書
士
制
度
の
あ
り
方

を
検
討
委
員
会
等
に
お
い
て
積
極
的
に
提
言
し
実
現
を
図

る
所
存
で
す
。 

　
会
員
各
位
に
と
っ
て
本
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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